
第661号 2024年（令和6年）5月1日全 日 電 工 連（1）

新聞はこちらからも
ご覧いただけます。

今
月
の
主
な
紙
面

●2023年度事業実施概況 1面

●電気工事技能競技全国大会･課題　 2面

●定期講習会場一覧 5面

●青年部・女性部 活動報告 8面

全日電工連 第108回通常総会

▽ 開催日
 2024(令和6)年6月27日(木) 13:00~

▽ 開催場所
東京プリンスホテル
東京都港区芝公園3-3-1

お
知
ら
せ

2
0
2
3
年
度

事

業

実

施

概

況

組
合
員
の
役
に
立
つ
事
業
を
展
開

記憶に残る全国大会（東北・福島）

2
0
2
3
年
度
は
、
キ
ヨ

イ
カ
（
清
い
か
）
を
ベ
ー
ス

に
シ
ン
カ（
真
価
を
届
け
る
）

す
る
業
界
を
目
指
し
、
組
合

員
に
先
端
情
報
や
成
功
事
例

の
提
供
に
努
め
「
組
合
員
の

役
に
立
つ
連
合
会
」
の
具
現

化
に
つ
な
げ
る
た
め
の
各
種

事
業
展
開
を
し
て
き
た
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
転
換

し
建
設
電
設
市
場
の
需
要
等

先
行
き
に
前
向
き
な
動
き
が

見
ら
れ
た
一
方
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
価
格
の
高
騰
に
よ
る
物
価

や
電
設
資
材
価
格
上
昇
な
ど

極
め
て
厳
し
い
状
況
で
も
あ

る
。こ

の
よ
う
な
中
、
国
民
生

活
や
産
業
基
盤
の
イ
ン
フ
ラ

を
支
え
る
業
界
で
あ
る
全
日

電
工
連
は
、
Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
へ

の
対
応
、
技
術
力
向
上
・
組

合
経
営
力
強
化
等
に
向
け
、

「
人
材
確
保
育
成
」「
電
工
組

支
援
対
策
」「
Ｄ
Ｘ
促
進
」

を
最
重
点
項
目
に
掲
げ
、
①

継
続
事
業
は
事
業
毎
に
強
弱

を
つ
け
て
、
芯
化
・
深
化
事

業
に
区
分
②
時
代
の
ト
レ
ン

ド
を
見
据
え
た
事
業
の
種
を

蒔
く
③
組
合
員
へ
の
成
功
事

例
・
先
進
事
例
の
情
報
提
供

を
ベ
ー
ス
に
事
業
を
進
め
て

い
る
。

　

今
号
で
は
、
2
0
2
3
年

度
の
重
点
的
・
戦
略
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
施
策
の
実
施

概
況
を
報
告
す
る
。

【
Ｄ
Ｘ
促
進
】

①
Ｄ
Ｘ
対
応
支
援

　

現
場
Ｄ
Ｘ
化
で
あ
る
電
気

工
事
業
特
化
型
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
「
Ｄ
Ｅ
Ｎ

－
Ｕ
Ｐ
」

を
2
0
2
3
年
5
月
1
日
よ

り
提
供
を
開
始
。

　

施
工
管
理
Ｄ
Ｘ
ア
プ
リ

「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ
」
と
現
場
写

真
管
理
効
率
化
ア
プ
リ
「
Ｐ

ｈ
ｏ
t
o
M
a
n
a
g
e
r
」

の
2
つ
の
サ
ー
ビ
ス
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
適
宜
利
用
で
き

る
機
能
を
充
実
化
し
て
い

く
。
現
在
も
組
合
員
向
け
対

面
研
修
会
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
活
用
し
て
い
る
組
合

員
の
事
例
を
機
関
紙
等
で
情

報
発
信
し
て
い
る
。

【
組
合
員
・
組
合
支
援
】

(1)
組
合
員
支
援

①
Ｅ
Ｖ
工
事
プ
ロ

政
府
の
脱
炭
素
化
の
取
組

み
の
中
で
Ｅ
Ｖ
へ
の
移
行
が

進
展
し
て
お
り
、
充
電
設
備

設
置
工
事
の
需
要
に
対
応
す

べ
く
、
2
0
2
3
年
4
月
1

日
よ
り
新
た
に
「
Ｅ
Ｖ
工
事

プ
ロ
」
制
度
と
し
て
事
業
展

開
を
開
始
。
充
電
設
備
の
設

置
を
希
望
す
る
顧
客
向
け
の

専
用
サ
イ
ト
を
開
設
し
、
施

工
に
対
応
す
る
組
合
員
と
の

直
接
取
引
が
で
き
る
仕
組
み

と
し
て
い
る
。

②
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会

デ
ジ
タ
ル
対
応
等
の
技
術

革
新
、
生
産
性
向
上
、
防
災

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
「
新

し
い
電
気
の
カ
タ
チ
」
と
し

て
お
客
様
に
提
案
し
て
い
く

た
め
の
知
見
拡
充
・
技
術
向

上
研
修
会
を
展
開
。
当
連
合

会
賛
助
企
業
の
う
ち
7
社
の

【
人
材
確
保
・
育
成
】

(1)
業
界
人
材
確
保
対
策

　

外
国
人
材
の
受
け
入
れ
方

策
に
つ
い
て
、
現
状
の
法
制

度
で
の
課
題
、
組
合
起
点
で

ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る

の
か
を
人
材
確
保
育
成
W
G

で
調
査
研
究
を
実
施
。
組
合

員
企
業
の
受
け
入
れ
状
況
把

握
・
採
用
事
例
や
専
門
家
と

の
検
討
会
を
経
て
中
間
と
り

ま
と
め
を
行
っ
た
。

(2)
女
性
活
躍
推
進

　

工
組
女
性
部
設
立
状
況
は

2
0
2
4
年
4
月
23
日
現
在

で
設
立
済
15
工
組
、
設
立
準

備
中
2
工
組
、
設
立
に
向
け

検
討
中
9
工
組
と
な
っ
て
お

り
、
女
性
部
連
絡
協
議
会
の

発
足
以
降
、
設
立
に
向
け
た

動
き
が
加
速
し
て
い
る
。
業

界
理
解
促
進
事
業
、
業
界
ふ

れ
あ
い
事
業
、
電
気
使
用
安

全
運
動
の
3
つ
の
事
業
に
よ

る
全
国
統
一
的
な
活
動
を
促

進
す
る
。

【
全
国
大
会
】

(1) 
第
35
回
電
気
工
事
業
全
国

大
会

　

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
持
続

可
能
な
社
会
」
を
つ
く
る

強
く
頼
も
し
い
電
気
工
事
業

へ
の
挑
戦
!
」。

　

参
加
組
合
員
が
今
後
の
進

む
べ
き
道
を
考
え
る
機
会
と

な
っ
た
意
見
交
換
会
、
業
界

の
課
題
を
地
域
社
会
へ
発
信

し
た
大
会
式
典
、
工
組
・
組

合
員
支
援
に
資
す
る
事
例
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
組
合

活
性
化
研
修
会
を
実
施
。
福

島
競
馬
場
を
活
用
し
た
新
た

な
会
場
運
営
に
尽
力
い
た
だ

き
、
記
憶
に
残
る
大
会
と
な

っ
た
。

(2) 
第
5
回
電
気
工
事
技
能
競

技
全
国
大
会

　

技
能
・
技
術
の
取
得
・
向

上
、
技
能
者
の
後
進
育
成
、

新
規
入
職
者
確
保
対
策
等
の

重
要
な
位
置
づ
け
で
あ
る
技

能
競
技
全
国
大
会
は
、
本
年

11
月
28
日
に
横
浜
ア
リ
ー
ナ

で
第
5
回
大
会
を
開
催
す

る
。
第
4
回
大
会
ま
で
の
検

証
の
も
と
、
第
5
回
大
会
全

般
の
企
画
運
営
を
技
能
競
技

委
員
会
に
て
鋭
意
検
討
し
て

い
る
。

　

大
会
テ
ー
マ
に
「
C
o
n

n
e
c
t
t
o
t
h
e

f
u
t
u
r
e
〜
人
と
技

能
で
守
り
、つ
な
ぐ
未
来
〜
」

を
掲
げ
、
電
気
工
事
の
甲
子

園
と
し
て
更
な
る
高
み
と
な

る
大
会
を
目
指
し
て
準
備
を

進
め
て
い
る
。

【
業
界
課
題
解
決
】

　

第
5
回
電
気
工
事
議
員
連

盟
総
会
で
の
税
制
・
金
融
、

予
算
、
政
策
措
置
に
関
す
る

要
望
事
項
か
ら
、
第
一
種
電

気
工
事
士
受
験
機
会
の
拡

大
、
技
能
試
験
の
有
効
期
間

・
受
験
回
数
の
見
直
し
に
つ

い
て
、
第
一
種
電
気
工
事
士

試
験
が
令
和
6（
2
0
2
4
）

年
よ
り
年
2
回
行
わ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

投
資
促
進
税
制
の
適
用
期
間

も
拡
充
さ
れ
る
。

　

主
な
施
策
の
実
施
概
況
は

以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
会

員
が
一
丸
と
な
っ
て
コ
ン
プ

ラ
イ
ン
ス
遵
守
を
基
盤
に
、

「
先
端
の
深
化
で
業
界
の
真

価
を
届
け
る
連
合
会
」
を
目

指
し
、
憧
れ
ら
れ
外
部
に
誇

れ
る
業
界
づ
く
り
に
向
け
、

さ
ら
に
事
業
を
進
め
組
合
員

支
援
の
方
策
を
展
開
し
て
い

く
。

協
力
の
も
と
、
最
新
技
術
・

営
業
力
強
化
・
防
災
対
策
が

研
修
テ
ー
マ
。
こ
の
テ
ー
マ

に
基
づ
く
本
研
修
会
は
2
0

2
5
年
2
月
末
ま
で
実
施
予

定
。

③
福
利
厚
生
制
度

組
合
員
メ
リ
ッ
ト
の
拡
充

と
更
な
る
満
足
度
向
上
に
向

け
、
電
気
工
事
業
の
経
済
環

境
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
加

入
資
格
の
緩
和
・
補
償
保
険

金
額
の
引
き
上
げ
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
等
、
充
実
し
た
保
険

制
度
の
提
供
に
努
め
た
。

　

そ
の
他
、
福
利
厚
生
制
度

に
精
通
し
、
組
合
員
を
強
力

に
サ
ポ
ー
ト
す
る
組
合
保
険

エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
有
資
格
者

が
一
堂
に
会
し
「
組
合
保
険

エ
キ
ス
パ
ー
ト
会
議
」
を
実

施
し
て
、
新
年
度
募
集
に
向

け
た
情
報
共
有
を
行
い
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
努
め
た
。

(2)
組
合
支
援

①
電
工
組
支
援
対
策
「
組
合

運
営
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

特
命
委
員
会
「
組
織
政
策

委
員
会
」
に
お
い
て
、
工
業

組
合
の
目
線
に
立
っ
た
支
援

を
主
眼
に
、
現
状
お
よ
び
将

来
を
見
据
え
た
組
織
体
制
・

財
政
基
盤
強
化
対
策
を
工
業

組
合
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え

る
「
組
合
の
歴
史
に
学
び
未

来
を
考
え
る
研
修
会
」
を

2
0
2
4
年
度
よ
り
展
開
し

て
い
く（
本
紙
3
面
を
参
照
）。
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第5回電気工事技能競技全国大会
一　般　の　部

◆

◆

女　性　の　部

◆

◆

◆

高　校　生　の　部

◆

◆

◆

競 技 課 題

事 前 公 表
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委 員 会 等 報 告

　

組
織
政
策
委
員
会
（
堀
口

繁
委
員
長
）が
提
案
す
る「
組

合
運
営
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
組
合
の
視
点
か
ら
、

組
織
の
成
り
立
ち
や
そ
の
機

能
を
再
確
認
し
、今
後
の「
組

合
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
を

検
討
す
る
も
の
だ
。
将
来
に

向
け
、
理
事
長
以
下
組
合
幹

部
が
同
じ
方
向
性
を
共
有

し
、
よ
り
よ
い
組
織
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
た
工
組
主
体
の
組
織

強
化
策
だ
。

S
T
E
P
1
（
左
図
）
の

『
組
合
の
歴
史
に
学
び
未
来

を
考
え
る
研
修
会
』
の
開
催

を
起
点
と
し
、
工
組
に
よ
る

独
自
の
具
体
的
施
策
の
実
施

へ
と
繋
げ
る
。
そ
の
後
各
工

組
に
よ
る
施
策
へ
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
を
同
委
員
会
が
支

援
し
て
全
国
工
組
へ
の
成
果

発
表
、
好
事
例
の
水
平
展
開

へ
と
繋
げ
る
。

　

本
年
7
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
本
研
修
会
を
通
じ
、
組

合
の
組
織
強
化
に
資
す
る
施

策
実
施
へ
の
支
援
を
進
め
る

方
針
だ
。

　

本
研
修
会
は
2
部
構
成
。

第
1
部
で
は
工
組
・
全
日
電

工
連
の
歴
史
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
る
座
学
研
修
を
行

う
。
第
2
部
で
は
組
合
運
営

を
担
う
執
行
部
を
中
心
に

「
将
来
構
想
会
議
」
を
開
催

す
る
。
組
合
の
抱
え
る
組
織

的
な
課
題
等
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
解
決
に
向
け
た
議
論

を
行
い
、
今
後
の
運
営
の
方

向
性
を
見
定
め
る
機
会
と
し

て
い
た
だ
く
。

　

研
修
会
後
は
同
委
員
会
に

よ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
を

実
施
予
定
。
工
組
同
士
の
情

報
交
換
の
場
の
提
供
、
意
見

交
換
会
の
開
催
な
ど
、
ス
ム

ー
ズ
な
施
策
実
施
に
向
け
た

支
援
を
行
う
予
定
だ
。

組
合
運
営
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

組
合
の
歴
史
に
学
び
未
来
を
考
え
る
研
修
会

・
三
部
会
の
審
議
状
況
の
共
有
・
部
会
間
の
調

整
事
項
を
審
議
。
競
技
課
題
や
競
技
規
則
、

競
技
員
選
出
な
ど
を
含
む
技
能
競
技
全
国
大

会
の
選
手
募
集
等
の
案
内
を
、
4
月
15
日
に

全
国
ブ
ロ
ッ
ク
と
工
組
へ
一
括
し
て
発
出
す

る
こ
と
を
決
定
。

・
今
後
の
委
員
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
策
定
。

☆技能競技委員会・全体会議（樋口和宏委員長・4月11日） ☆組織政策委員会（堀口繁委員長・4月15日）

・
組
合
運
営
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
的
実

施
内
容
と
今
後
の
展
開
を
検
討
。
受
講
対
象

者
の
選
定
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
を
構
成
し

た
。

・
研
修
会
開
催
工
組
へ
の
事
前
ヒ
ア
リ
ン
グ
、

研
修
会
運
営
体
制
な
ど
を
検
討
。

・
各
工
組
へ
の
具
体
的
な
施
策
支
援
を
審
議
。

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
や
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ　

ー
ル
な
ど
を
検
討
し
た
。

　

総
合
政
策
会
議
（
植
田
隆
夫
議
長
）
が
4
月
19
日
、
全
日
電
工
連
会
館
で
開

催
さ
れ
た
。

　

今
回
の
会
議
で
は
業
界
人
材
確
保
対
策
に
係
る
中
間
答
申
が
行
わ
れ
る
た

め
、
人
材
確
保
育
成
Ｗ
Ｇ
の
浅
川
誠
吾
担
当
副
議
長
と
須
田
敏
行
座
長
も
出
席

し
た
。

　

会
議
で
は
初
め
に
2
0
2
3
（
令
和
5
）
年
度
の
実
施
事
業
を
総
括
。
最
重

点
項
目
で
あ
る
「
人
材
確
保
育
成
」「
電
工
組
支
援
対
策
」「
Ｄ
Ｘ
促
進
」
を
中

心
に
展
開
し
て
き
た
事
業
を
確
認
。
事
業
領
域
を
広
げ
、
社
会
的
課
題
解
決
に

向
け
た
新
し
い
経
営
の
カ
タ
チ
に
進
化
し
て
い
く
方
針
を
確
認
し
た
。

　

続
い
て
、
2
0
2
4
（
令
和
6
）
年
度
の
新
規
事
業
方
針
を
各
委
員
会
の
事

業
実
施
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
検
討
を
行
っ
た
。

総合政策会議
人材確保対策の中間答申も実施された

今
年
度
は
、
連
合
会
の
使
命
で
あ
る
工
組

・
組
合
員
満
足
を
第
一
と
す
る
事
業
展
開
な

ら
び
に
業
界
・
組
合
事
業
活
動
に
係
る
地
域

社
会
・
組
合
員
へ
の
情
報
発
信
を
積
極
的
に

行
う
方
針
だ
。

人
材
確
保
育
成
Ｗ
Ｇ
は
、
外
国
人
雇
用
に

絞
っ
て
中
間
答
申
を
行
っ
た
。

須
田
座
長
は
、
外
国
人
雇
用
実
績
の
あ
る

組
合
員
企
業
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
先
行
事

例
、
専
門
家
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
基
づ
き
、

今
後
の
方
向
性
や
効
果
、
国
の
制
度
に
対
す

る
要
望
や
課
題
を
取
り
ま
と
め
て
報
告
し
た
。

各委員会の方向性を確認
2023年度 事業を総括
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Ｄ

Ｘ

化

・

業

務

の

効

率

化

に

役

立

つ

【
導
入
の
き
っ
か
け
】

矢
田　

当
社
は
社
員
数
65
名

の
会
社
で
、
屋
内
系
と
鉄
道

系
の
電
気
工
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。
一
般
住
宅
の
小
規
模

な
電
気
工
事
か
ら
公
共
施

設
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所

や
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
と
い
っ

た
各
種
の
電
気
工
事
に
携
わ

っ
て
い
ま
す
。

　

施
工
管
理
を
担
当
し
て
い

る
社
員
の
長
時
間
労
働
削
減

が
で
き
る
方
策
を
検
討
し
て

い
た
時
、
Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ

を
見
て
活
用
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
で
は
な
い
か
と
思
い
導
入

を
決
定
し
ま
し
た
。

以
前
に
使
っ
て
い
た
も
の

は
、
ラ
イ
セ
ン
ス
ご
と
に
課

金
が
必
要
で
一
部
社
員
し
か

使
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｄ
Ｅ

Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
は
安
価
で
あ
る

と
と
も
に
Ｉ
Ｄ
数
が
無
制
限

で
使
用
で
き
る
点
が
非
常
に

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
思
い
選

定
し
ま
し
た
。

【
進
む
業
務
の
効
率
化
】

矢
田　

写
真
管
理
ア
プ
リ
の

P
h
o
t
o
M
a
n
a
g
e

r
は
、
Ｉ
Ｄ
数
が
無
制
限
の

た
め
施
工
管
理
担
当
者
だ
け

で
な
く
現
場
作
業
者
に
も
持

た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

大
型
の
現
場
で
手
分
け
を

し
て
撮
影
し
た
写
真
を
ア
ッ

プ
す
る
こ
と
で
、
全
て
の
情

報
を
一
元
的
に
ま
と
め
て
管

シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
て
い
る
Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
を
導
入

し
た
組
合
員
企
業
の
活
用
事
例
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
3
回
目

を
お
届
け
す
る
。

　

今
回
紹
介
す
る
神
州
電
気
株
式
会
社
の
矢
田
俊
史
専
務

は
、島
根
県
電
気
工
事
工
業
組
合
青
年
部
の
部
長
を
務
め
、

3
月
8
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国
青
年
部
評
議
員
会
で
も
、

Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
の
活
用
事
例
を
発
表
し
た
。

　

記
事
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
評
議
員
会
で
の
発
表
を
基
に

構
成
し
た
。

理
、
編
集
で
き
る
点
が
非
常

に
効
率
的
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

施
工
管
理
の
担
当
者
で
は

な
く
、
作
業
者
が
撮
影
し
た

写
真
を
送
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
た
め
、
工
事
管
理
者
が
現

場
に
出
向
く
時
間
を
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

社
員
同
士
で
思
う
よ
う
に

情
報
が
伝
わ
ら
な
い
と
い
っ

た
面
に
関
し
て
、
施
工
管
理

ア
プ
リ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ
を
使
う

こ
と
で
、
非
常
に
効
率
的
に

情
報
共
有
が
で
き
る
仕
組
み

を
確
立
で
き
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

当
社
は
、
営
業
担
当
か
ら

工
事
部
門
へ
の
引
き
継
ぎ
は

対
面
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
悪
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
打
ち
合
わ
せ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
が
容
易
で
は
な

く
、
短
時
間
で
済
ま
せ
よ
う

と
し
て
必
要
な
情
報
を
伝
え

き
れ
な
い
な
ど
ス
ム
ー
ズ
に

い
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

を
チ
ャ
ッ
ト
で
送
っ
て
も
ら

い
、
事
務
所
の
パ
ソ
コ
ン
上

で
電
話
も
併
用
し
て
よ
り
細

か
い
指
示
が
で
き
る
点
が
と

て
も
優
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　

社
員
だ
け
で
は
な
く
、
協

力
会
社
様
、
下
請
け
会
社
社

員
の
方
も
登
録
し
て
使
え
る

の
で
や
は
り
無
制
限
な
と
こ

ろ
が
一
番
の
魅
力
で
す
。
勧

め
や
す
く
使
っ
て
も
ら
い
や

す
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
部
の
社
員
に
限
ら
れ
て

い
た
サ
ー
ビ
ス
や
機
能
を
多

く
の
社
員
が
使
え
る
た
め
、

今
後
、
会
社
全
体
と
し
て
の

Ｄ
Ｘ
化
や
業
務
の
効
率
化
が

進
ん
で
い
く
の
で
は
な
い
か

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
導
入
メ
リ
ッ
ト
】

矢
田　

以
前
は
、
協
力
会
社

様
と
の
書
類
の
や
り
と
り
は

フ
ァ
イ
ル
転
送
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
使
っ
て
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ
導
入
後

は
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ
に
登
録
し
た

情
報
を
協
力
会
社
様
に
Ｋ
Ａ

Ｎ
Ｎ
Ａ
で
確
認
し
て
も
ら
う

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
、
書
類
の
受
け
渡
し

が
効
率
化
さ
れ
て
業
務
短
縮

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、ク
ラ
ウ
ド
に
資
料
、

図
面
な
ど
を
入
れ
て
い
る
の

で
、
沢
山
の
資
料
を
持
ち
歩

く
必
要
が
無
く
な
っ
た
こ
と

も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思

い
ま
す
。

現
場
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
一
台
持
っ
て
出
れ
ば
、

あ
ら
ゆ
る
資
料
を
ど
こ
で
で

も
確
認
出
来
ま
す
。

　

資
料
を
紙
に
出
力
す
る
の

に
も
時
間
と
手
間
が
掛
か
り

ま
す
し
、
紙
ベ
ー
ス
だ
と
濡

れ
る
と
破
れ
た
り
文
字
が
見

え
に
く
く
な
る
な
ど
、
使
い

勝
手
が
悪
い
時
も
有
り
ま

す
。
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ
に
は
パ
ソ

コ
ン
か
ら
も
ス
マ
ホ
か
ら
も

簡
単
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
で
き

る
の
で
、
そ
れ
だ
け
で
か
な

り
時
間
の
節
約
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

現
場
で
作
業
員
に
図
面
デ

ー
タ
を
見
せ
て
説
明
す
る
時

に
も
役
立
ち
ま
す
。

【
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ
を
有
効
活
用
】

矢
田　

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ
で
は
ワ

ン
タ
ッ
チ
で
現
場
単
位
の
チ

ャ
ッ
ト
が
作
成
で
き
ま
す
。

現
場
に
関
わ
る
担
当
者
皆
で

チ
ャ
ッ
ト
の
や
り
と
り
が
出

来
る
だ
け
で
な
く
、
あ
と
か

ら
担
当
に
加
わ
っ
た
人
も
遡

っ
て
チ
ャ
ッ
ト
の
履
歴
を
閲

覧
で
き
ま
す
。
同
じ
こ
と
を

再
度
送
り
な
お
す
必
要
も
な

く
、
誰
が
既
読
な
の
か
確
認

出
来
る
の
で
、
効
率
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

出
先
で
も
自
分
の
手
持
ち

案
件
、
会
社
の
手
持
ち
案
件

の
情
報
や
進
捗
が
確
認
出
来

る
の
で
、
場
所
を
選
ば
ず
各

現
場
の
打
ち
合
わ
せ
や
調
整

も
出
来
る
よ
う
に
な
り
、「
あ

と
で
確
認
し
て
…
」
と
い
う

事
が
減
り
ま
し
た
。

【
状
況
に
応
じ
て
活
用
を
】

矢
田　

当
社
も
い
ろ
い
ろ
な

悩
み
を
持
ち
な
が
ら
業
務
に

当
た
っ
て
い
ま
す
が
、
一
つ

の
解
決
策
と
し
て
今
回
Ｄ
Ｅ

Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
を
導
入
し
て
み

ま
し
た
。
新
た
に
Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
を
導
入
し
た
際
、

前
向
き
に
捉
え
て
く
れ
な
か

っ
た
社
員
も
中
に
は
い
ま

す
。
う
ま
く
活
用
で
き
れ
ば

す
ご
く
自
分
が
楽
に
な
る
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
で
も
、
今
ま

で
の
仕
事
の
仕
方
を
変
え
る

こ
と
に
抵
抗
感
が
有
っ
た

り
、
機
能
や
良
さ
を
知
ら
な

い
こ
と
で
前
向
き
に
な
れ
な

い
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
当
社
の
場
合
は
初
め
か

ら
肯
定
的
に
受
け
止
め
て
く

れ
た
一
部
の
社
員
た
ち
か
ら

使
用
を
開
始
し
て
、
理
解
を

深
め
た
社
員
が
他
の
社
員
を

巻
き
込
ん
で
活
用
促
進
を
図

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

業
務
の
効
率
化
、
生
産
性

の
向
上
に
つ
い
て
、
似
た
よ

う
な
課
題
や
悩
み
を
持
っ
て

い
る
同
業
者
は
多
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
全
て
が
解
決
で

き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
の
サ

ー
ビ
ス
を
活
用
す
る
こ
と
で

様
々
な
面
で
の
効
率
化
が
進

み
、
い
く
つ
か
の
悩
み
の
解

消
に
つ
な
が
る
気
が
し
て
い

ま
す
。
会
社
ご
と
に
、
扱
う

仕
事
の
種
類
や
規
模
、
関
わ

る
人
の
人
数
や
役
割
も
様
々

だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
サ

ー
ビ
ス
は
各
社
の
状
況
に
応

じ
た
活
用
の
仕
方
が
必
ず
あ

る
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
い
ま
す
。

た
。

　

必
要
な
情
報
を
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ

Ａ
に
登
録
す
る
こ
と
で
、
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
社
員
の
誰

で
も
当
該
案
件
の
概
要
か
ら

詳
細
ま
で
確
認
で
き
る
の

で
、
案
件
管
理
が
と
て
も
楽

に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
私
自
身
も
全
体
把
握
が

容
易
に
な
り
ま
し
た
。

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ
に
は
チ
ャ
ッ

ト
や
図
面
を
共
有
で
き
る
機

能
が
あ
り
ま
す
。
現
場
の
作

業
員
か
ら
変
更
が
あ
る
場
合

や
図
面
に
印
を
入
れ
た
も
の

業務連携が円滑化
～ 必要な情報を全員が共有 ～

Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
導
入
の
メ
リ
ッ
ト

・
情
報
共
有
の
円
滑
化

↓
必
要
な
情
報
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で
も
確

認
で
き
る

・
協
力
会
社
へ
の
情
報
伝
達
・
指
示
が
効
率
的

↓
現
場
単
位
で
チ
ャ
ッ
ト
が
作
成
で
き
、
あ
と
か

ら
の
参
加
者
も
閲
覧
可
能

・
Ｉ
Ｄ
無
制
限
は
魅
力

↓
一
部
社
員
に
限
ら
れ
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
や
機
能

を
多
く
の
社
員
が
使
え
る

・
ス
ム
ー
ズ
な
業
務
連
絡

↓
場
所
を
選
ば
ず
各
現
場
の
打
ち
合
わ
せ
や
調
整

が
で
き
る

・
情
報
を
ま
と
め
て
一
元
管
理

↓
段
取
り
や
打
ち
合
わ
せ
、
現
場
へ
赴
く
時
間
を

削
減

・
大
容
量
の
転
送
フ
ァ
イ
ル
が
不
要

↓
書
類
の
受
け
渡
し
が
効
率
化
さ
れ
て
業
務
短
縮

神州電気株式会社 専務取締役
島根県電気工事工業組合青年部 部長

矢田　俊史　様
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2024年 6 月
地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

釧路 6月 5日 水 101401 釧路市生涯学習センター

北海道電気工事業工業組合
℡011-261-0420

札幌 6月 9日 日 103404 北海道電気会館

北見 6月 5日 水 105401 北見市民会館

帯広 6月 7日 金 106401 とかちプラザ

東
北

岩手 6月21日 金 112402 釜石市民ホール TETTO
岩手県電気工事業工業組合
℡019-656-3255

秋田 6月26日 水 114402 秋田県社会福祉会館
秋田県電気工事工業組合
℡018-824-1587

山形 6月12日 水 115402 山形ビッグウイング
山形県電気工事工業組合
℡023-633-0161

福島
6月 5日 水 116402 郡山ユラックス熱海 福島県電気工事工業組合

℡024-535-04776 月26日 水 116403 福島県青少年会館

新潟
6月17日 月 117402 新潟ユニゾンプラザ

新潟県電気工事工業組合
℡025-229-15876 月26日 水 117403 

燕三条地場産業振興センター
メッセピア

関
東

茨城 6月14日 金 121402 
ザ・ヒロサワ・シティ会館
（茨城県立県民文化センター）

茨城県電気工事業工業組合
℡029-252-3133

栃木 6月 7日 金 122403 護国会館
栃木県電気工事業工業組合
℡028-622-1931

千葉
6月 5日 水 125403 

千葉県電工会館
千葉県電気工事工業組合
℡043-224-60866 月 9 日 日 125404 

山梨 6月 7日 金 128401 山梨県電気会館
山梨県電気工事工業組合
℡055-222-5711

中
部

岐阜 6月 6日 木 132402 セラトピア土岐
岐阜県電気工事業工業組合
℡058-213-2171

静岡 6月25日 火 133403 静岡労政会館
静岡県電気工事工業組合
℡054-288-1250

三重 6月13日 木 135401 三重電気会館
三重県電気工事業工業組合
℡059-226-4862

北
陸

石川
6月 6日 木 142402 石川県地場産業振興センター

石川県電気工事工業組合
℡076-269-78836 月19日 水 142403

生涯学習センター
「ラピア鹿島」

福井 6月25日 火 143402 福井商工会議所
福井県電気工事工業組合
℡0776-22-2903

近
畿

大阪
6月 7日 金 153404 

大阪府電気工事技術会館
大阪府電気工事工業組合
℡06-6371-61476 月20日 木 153405 

兵庫
6月 5日 水 154404 姫路商工会議所 兵庫県電気工事工業組合

℡078-671-39036 月21日 金 154405 淡路夢舞台国際会議場

中
国

鳥取 6月19日 水 161401 
エースパック未来中心
（鳥取県立倉吉未来中心）

鳥取県電気工事業工業組合
℡0857-24-9213

島根
6月25日 火 162401 島根県民会館

島根県電気工事工業組合
℡0852-21-74336 月29日 土 162402 

島根県立西部総合
福祉センター（いわみーる）

広島 6月28日 金 164402 広島県情報プラザ
広島県電気工事工業組合
℡082-241-1731

山口 6月12日 水 165402 
カリエンテ山口
（山口県婦人教育文化会館）

山口県電気工事工業組合
℡083-921-0885

四
国 愛媛 6月12日 水 173401 えひめ南JA会館

愛媛県電気工事工業組合
℡089-931-3011

九
州

福岡 6月26日 水 181403 毎日西部会館
福岡県電気工事業工業組合
℡092-523-7747

佐賀 6月26日 水 182402 佐賀市文化会館
佐賀県電気工事業工業組合
℡0952-31-2030

長崎 6月 6日 木 183402 アルカスSASEBO
長崎県電気工事業工業組合
℡095-862-1975

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

中
部

長野 7月30日 火 131403 松筑建設会館
長野県電気工事業工業組合
℡026-262-1493

岐阜 7月 2日 火 132403 ワークプラザ岐阜
岐阜県電気工事業工業組合
℡058-213-2171

北
陸 富山 7月11日 木 141401 富山県中小企業研修センター

富山県電気工事工業組合
℡076-471-7551

近
畿

京都 7月25日 木 152402 京都テルサ
京都府電気工事工業組合
℡075-672-4311

大阪
7月 3日 水 153406 

大阪府電気工事技術会館
大阪府電気工事工業組合
℡06-6371-61477 月26日 金 153407 

和歌山 7 月10日 水 156402 
和歌山県立情報交流センター
Big・U

和歌山県電気工事工業組合
℡073-424-3292

中
国 広島 7月21日 日 164403 広島県情報プラザ

広島県電気工事工業組合
℡082-241-1731

四
国 愛媛 7月11日 木 173402 リジェール松山

愛媛県電気工事工業組合
℡089-931-3011

九
州
・
沖
縄

宮崎 7月 1日 月 186402 JA・AZMホール
宮崎県電気工事業工業組合
℡0985-24-7388

鹿児島
7 月 3 日 水 187402 

ホテル自治会館
（市町村自治会館） 鹿児島県電気工事業工業組合

℡099-255-5507
7 月12日 金 187403 

奄美川商ホール
（奄美振興会館）

那覇 7月 4日 木 191402 沖縄産業支援センター 沖縄県電気工事業工業組合
℡098-943-0452宮古 7月 9日 火 192401 平良港ターミナルビル(予定)

2024年 7 月

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

東
北

青森 8月28日 水 111403 ユートリー
青森県電気工事業工業組合
℡017-773-1935

岩手 8月 8日 木 112403 奥州市文化会館
岩手県電気工事業工業組合
℡019-656-3255

福島 8月27日 火 116404 郡山ユラックス熱海
福島県電気工事工業組合
℡024-535-0477

関
東

茨城 8月 7日 水 121404 
ザ・ヒロサワ・シティ会館
（茨城県立県民文化センター）

茨城県電気工事業工業組合
℡029-252-3133

千葉 8月 6日 火 125405 千葉県電工会館
千葉県電気工事工業組合
℡043-224-6086

神奈川

8 月 1 日 木 127407 

神奈川県電気工事会館
神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-4671

8 月 6 日 火 127408 

8 月 7 日 水 127409 

山梨 8月 9日 金 128402 山梨県電気会館　
山梨県電気工事工業組合
℡055-222-5711

中
部

岐阜 8月25日 日 132404 OKBふれあい会館
岐阜県電気工事業工業組合
℡058-213-2171

静岡 8月 4日 日 133404 プラサヴェルデ
静岡県東部電気工事協同組合
℡055-922-1433

愛知
8月 9日 金 134406 

名古屋国際会議場
愛知県電気工事業工業組合
℡052-971-71518 月25日 日 134407 

近
畿

滋賀 8月18日 日 151402 コラボしが21
滋賀県電気工事工業組合
℡077-562-2069

京都
8月 4日 日 152403 

京都テルサ
京都府電気工事工業組合
℡075-672-43118 月22日 木 152404 

大阪
8月 4日 日 153408 

大阪府電気工事技術会館
大阪府電気工事工業組合
℡06-6371-61478 月20日 火 153409 

奈良 8月23日 金 155402 
奈良県電気工事工業協同組合
技術センター

奈良県電気工事工業組合
℡0742-33-4340

四
国

徳島 8月 9日 金 171402 徳島県JA会館
徳島県電気工事業工業組合
℡088-622-7377

愛媛 8月 7日 水 173403 
JAえひめ未来　西条総合相談
センター

愛媛県電気工事工業組合
℡089-931-3011

高知 8月 2日 金 174402 高知城ホール
高知県電気工事業工業組合
℡088-832-7822

九
州
・
沖
縄

福岡 8月 7日 水 181404 毎日西部会館
福岡県電気工事業工業組合
℡092-523-7747

熊本 8月 2日 金 184401 熊本県青年会館
熊本県電気工事業工業組合
℡096-382-2171

大分 8月 2日 金 185402 大分県教育会館
大分県電気工事業工業組合
℡097-568-2146

宮崎 8月 8日 木 186403 延岡市職業訓練支援センター
宮崎県電気工事業工業組合
℡0985-24-7388

石垣 8月 8日 木 193401 石垣市健康福祉センター(予定)
沖縄県電気工事業工業組合
℡098-943-0452

2024年 8 月

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

東
北 青森 7月24日 水 111402 

青森県労働福祉会館
(ハートピアローフク)

青森県電気工事業工業組合
℡017-773-1935

関
東

茨城 7月12日 金 121403 
ザ・ヒロサワ・シティ会館
（茨城県立県民文化センター）

茨城県電気工事業工業組合
℡029-252-3133

栃木 7月26日 金 122404 護国会館
栃木県電気工事業工業組合
℡028-622-1931

埼玉
7月 7日 日 124403 

埼玉電気会館
埼玉県電気工事工業組合
℡048-663-02427 月30日 火 124404 

東京
7月 1日 月 126404 

全国家電会館
東京都電気工事工業組合
℡03-3542-73017 月22日 月 126405 

2024年 7 月

2024年 6 月～2024年 8 月
所属工組の講習を受講しよう！ 第一種電気工事士定期講習

―――――　( 指 定 講 習 機 関 第 1 号 ）　―――――

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席
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105-0014 2-9-11 1F TEL:03 5232 5867 FAX:03 5442 2758

全 日 電 工 連 協 賛 会 社 優良製品・商品をご使用下さい！
㈱ ア イ チ コ ー ポ レ ー シ ョ ン

ア イ ト ス ㈱

ア イ ホ ン ㈱

因 幡 電 機 産 業 ㈱

大 川 被 服 ㈱

河 村 電 器 産 業 ㈱

共 立 電 気 計 器 ㈱

コ ロ ナ 産 業 ㈱

サ ン 電 子 ㈱

㈱ シ ー エ ス エ ー

㈱ シ ス テ ム ズ ナ カ シ マ

積 水 化 学 工 業 ㈱

㈱ ダ イ テ ッ ク

タ キ ゲ ン 製 造 ㈱

Ｄ Ｘ ア ン テ ナ ㈱

テ ン パ ー ル 工 業 ㈱

東 神 電 気 ㈱

東 芝 ラ イ テ ッ ク ㈱

㈱ 戸 上 電 機 製 作 所

内 外 電 機 ㈱

㈱ 西 田 製 作 所

ニ チ コ ン ㈱

㈱ ニ チ フ

日 東 工 業 ㈱

日 本 電 機 産 業 ㈱

ネ グ ロ ス 電 工 ㈱

パナソニック㈱エレクトリックワークス社

パンドウイットコーポレーション日本支社

㈱ ホ タ ル ク ス

㈱ 前 垣

マ サ ル 工 業 ㈱

マ ス プ ロ 電 工 ㈱

三 菱 電 機 ㈱

ミ ツ ワ 電 機 ㈱

矢 崎 エ ナ ジ ー シ ス テ ム ㈱

ワ ゴ ジ ャ パ ン ㈱

㈱ ア サ ヒ プ リ ン テ ィ ン グ

全日本電設資材卸業協同組合連合会

（一社）全国設備業ＤＸ推進会

オ リ ッ ク ス 自 動 車 ㈱

㈱ り そ な 銀 行

損 害 保 険 ジ ャ パ ン ㈱

住 友 生 命 保 険 (相)

大 樹 生 命 保 険 ㈱

㈱ 葉 山 総 合 研 究 所

㈱ Ｅ Ｌ Ｅ Ｆ Ａ メ デ ィ ア

㈱ 全 日 出 版 社

㈱ 全 日 電 工 連 総 合 サ ー ビ ス
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人材確保・育成支援にお薦めの冊子
－  経営革新にご活用ください  －

弔慰金 ▶病死・その他
【新潟】 新潟市 ㈱湯浅電気 湯浅義博様 80

【福井】 越前市 武生電業㈱ 上田裕和様 71

【福井】 丹生郡 倉内商会 倉内徹様 83

【茨城】 坂東市 ㈱MMD 森一徳様 84

【茨城】 土浦市 ㈲島田電気 島田功様 82

【茨城】 土浦市 ㈱武井電気 武井実様 69

【茨城】 鹿嶋市 長電気商会 長重夫様 76

【千葉】 君津市 ニチデン工業㈱ 濱名敏功様 70

【千葉】 松戸市 渡辺電機水道㈱ 渡辺勝様 76

【神奈川】 座間市 片野電気商会 片野三千男様 90

【愛知】 豊川市 広岡電気 岡田晴夫様 66

【岐阜】 瑞穂市 児玉電気 児玉勝三様 77

【三重】 いなべ市 日沖電機工事 日沖辰哉様 76

【滋賀】 東近江市 髙畑電工 髙畑康弘様 65

【大阪】 大阪市 ㈲徳島電気 南元治様 80

【大阪】 松原市 九星電機工業㈱ 小森敏鑑様 68

【大阪】 大阪市 浜崎電工 濵崎政義様 76

【和歌山】 西牟婁郡 嶋電気 嶋英治様 56

【徳島】 阿波市 坂東電機商会 坂東泰弘様 87

【福岡】 粕屋郡 ㈲藤木電設 藤木澄員様 58

見舞金

【富山】 富山市 奥田デンキ 奥田実様 入院見舞

【山梨】 上野原市 ㈲協栄電気 佐藤真吾様 入院見舞

【佐賀】 唐津市 立石電気工事店 中村孝己様 入院見舞

ご案内

　

全
日
電
工
連
で
は
、
平
成
25
年
6
月
、
相
互
扶
助
・

共
助
の
精
神
の
も
と
、
大
地
震
等
の
災
害
発
生
時
に
お

け
る
復
旧
支
援
を
目
的
と
し
た
「
災
害
時
の
情
報
提
供

・
応
急
復
旧
に
係
わ
る
全
国
電
気
工
事
（
業
）
工
業
組

合
連
携
協
定
」
を
締
結
、
被
災
地
区
へ
の
支
援
を
的
確

か
つ
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
の
体
制
を
構
築
し
て
き
た
。

協
定
締
結
に
伴
い
、
平
成
26
年
に
災
害
発
生
時
の
復

旧
活
動
、
電
工
組
事
務
局
等
の
初
動
対
応
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
う
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
「
災
害
時
連
携
協

定
関
連
資
料
集
」
を
発
行
、平
成
28
年
に
は
改
訂
版
（
第

2
版
）
を
発
行
、
災
害
へ
の
体
制
強
化
を
実
施
し
た
。

今
回
の
改
訂
で
は
、
近
年
急
激
に
頻
発
化
、
激
甚
化

し
て
い
る
豪
雨
、
台
風
に
よ
る
水
害
へ
の
対
応
要
素
を

加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
当
初
、
大
規
模
地
震
を
主
た
る

災
害
と
想
定
し
製
作
さ
れ
た
本
冊
子
を
よ
り
幅
広
い
災

害
に
備
え
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
、
更
な
る
実
効

性
向
上
を
図
っ
た
。

地
震
の
よ
う
な
予
測
で
き
な
い
突
発
型
災
害
と
は
異

な
り
、
水
害
は
事
前
に
あ
る
程
度
被
害
を
想
定
し
、
防

頻
発
す
る
水
害
に
備
え
、

更
な
る
実
効
性
向
上
に

雇用環境改善ガイドブック

【主な内容】

1. 募集活動～募集時に気を付ける

内容は？～

2. 面接～面接で聞くことは？

雇用時の取扱い～

3. 採用・雇用～知っておきたい法令～

4. 定着化・育成～新入社員研修、

中途採用者の育成等～

5.退職

6.高齢者の継続雇用

電気工事業における働き方改革の進め方

【主な内容】

1.働き方改革のポイント

2. 働き方改革を進める上での注意点

3.働き方改革の事例

4. 働き方改革のツール・支援窓口

お求めは所属工組へ!

災
・
減
災
行
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
な
災

害
で
あ
る
。
国
交
省
の
提
言
す
る
防
災
行
動
計

画
の
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
の
考
え
方
を
取
り
入

れ
、
災
害
発
生
を
前
提
と
し
た
予
兆
対
応
、
気

象
庁
等
の
防
災
情
報
の
活
用
方
法
な
ど
、
実
際

の
災
害
発
生
時
に
具
体
的
な
対
応
の
参
考
と
な

る
内
容
に
改
訂
し
た
。

　

本
冊
子
は
、
5
月
上
旬
に
全
国
ブ
ロ
ッ
ク
・

工
業
組
合
に
向
け
配
布
、
ま
た
、
デ
ー
タ
版
に

よ
る
配
信
を
全
日
電
工
連
Ｈ
Ｐ
に
て
実
施
す
る

予
定
。

関 連 資 料 集
【改訂 第3版】を発行

災害時の情報提供・応急復旧に係わる

全国電気工事（業）工業組合連携協定
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中部電気工事業組合連合会青年部

先
月
号
の
北
川
世
話
人
代
表
か
ら
バ
ト

ン
を
頂
き
ま
し
た
岡
山
県
電
気
工
事
工
業

組
合
女
性
部
会
長
を
仰
せ
つ
か
っ
て
お
り

ま
す
戸
川
奈
加
と
申
し
ま
す
。

私
た
ち
岡
山
県
の
女
性
部
は
全
国
で
5

番
目
に
発
足
致
し
ま
し
た
。

私
は
総
務
・
経
理
の
業
務
を

す
る
中
で
、
求
人
の
募
集
に
つ

い
て
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た
時
に

自
分
の
中
で
、電
工
は
『
男
性
』

だ
け
、
と
勝
手
に
決
め
つ
け
て

い
た
節
が
あ
る
こ
と
に
気
が
付

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
私
た
ち
女

性
だ
け
で
な
く
、
男
性
も
そ
う

思
っ
て
い
る
方
が
多
い
の
で
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

初
対
面
ば
か
り
の
女
性
部
会

員
が
集
ま
っ
た
設
立
総
会
に
お

い
て
、会
長
就
任
の
挨
拶
の
際
、

「
中
学
校
や
高
校
の
女
子
生
徒

の
中
に
当
た
り
前
に
入
っ
て
い
る
世
の
中

に
な
っ
た
ら
い
い
な
」
と
思
っ
て
い
る
気

持
ち
を
本
会
の
皆
様
、
会
員
の
皆
様
の
前

で
お
話
を
し
ま
し
た
。
始
め
は
何
か
ら
し

て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、
組
合
組
織
に

つ
い
て
す
ら
あ
ま
り
理
解
し
て
い
な
い
状

態
の
私
た
ち
で
し
た
が
、
不
思
議
な
も
の

で
誰
か
ひ
と
り
が
声
を
あ
げ
た
提
案
に
、

み
ん
な
が
意
見
を
出
し
合
い
、
内
容
が
ど

ん
ど
ん
充
実
し
て
い
く
の
で
す
。
声
を
掛

け
れ
ば
同
じ
業
界
で
働
く
者
同
士
が
昔
か

ら
の
知
り
合
い
の
よ
う
に
集
ま
り
、
協
力

を
惜
し
ま
ず
手
を
貸
し
て
く
れ
る
の
で
す
。

女
性
部
は
年
齢
層
が
広
い
た
め
、
ベ
テ

ラ
ン
の
有
資
格
者
か
ら
、
こ
れ
か
ら
業
界

が
進
学
や
就
職
を
考
え
る
と
き
に
電
気
科

へ
の
進
学
や
電
工
と
い
う
職
業
が
選
択
肢

違
和
感
だ
っ
た
り
小
さ
な
疑
問
を
克
服
す

る
場
と
し
て
女
性
部
は
あ
る
と
私
は
実
感

し
て
い
ま
す
。

各
地
で
そ
う
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

広
が
り
、
北
川
代
表
世
話
人
の
も
と
、
全

国
で
女
性
部
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
繋
が

を
担
っ
て
い
く
若
手
ま
で
所
属

し
て
お
り
幅
広
い
世
代
間
の
交

流
、
学
び
も
非
常
に
多
く
、
慣

例
が
な
い
私
た
ち
女
性
部
は
、

た
く
さ
ん
失
敗
も
し
な
が
ら
、

小
さ
な
意
見
も
吸
い
上
げ
、
そ

れ
が
新
し
い
活
動
に
な
る
可
能

性
を
無
限
に
秘
め
て
い
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
魅
力
的
な
事
業

や
活
動
を
企
画
し
、
そ
れ
に
参

加
し
た
会
員
に
と
っ
て
学
び
の

あ
る
会
に
し
て
い
き
、
私
た
ち

が
『
女
性
』
と
い
う
立
場
と
し

て
心
の
ど
こ
か
で
感
じ
て
い
たTo Be Continued…

り
、
現
場
で
電
工
と
し
て
働
く

女
性
や
管
理
業
務
を
す
る
女
性

が
い
る
こ
と
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

な
業
界
に
な
る
よ
う
、
ま
だ
ま

だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
発
展
途

上
で
は
あ
り
ま
す
が
、『
女
性

部
』
と
い
う
組
織
は
今
後
ど
ん

ど
ん
邁
進
を
つ
づ
け
て
い
く
の

で
す
。

連
載

第
2
回

岡山県工組女性部メンバー

各県事業報告

愛知県　ボーイスカウト講習会

　日本ボーイスカウト連盟の「電気章」、「エネルギー章」
の修得のお手伝いとして青年部より講師を派遣しまし
た。ボーイスカウトの生徒たちに、ライフラインである
電気の必要性、重要性を理解してもらい、また日本のエ
ネルギー問題にも関心を持ってもらうことを目的として
います。2日間の講習では、電気の配線についての講義、
配線実習、調査実習を行います。講義は座学にて、生徒の自宅の簡単な図面を
手書きで持参してもらい、コンセント、照明器具などの配線まで書き加えるこ
とを行いました。中学2年生から高校生が対象ということもあり、みんな真剣
なまなざしで講義を聞いてくれました。少しでも電気とエネルギーについて興
味をもっていただき、将来は電気業界に携わってくれることを願っております。

岐阜県　工業高校出前授業

　当青年部では毎年各支部で工業高校へ出前授業を行っ
てきましたが、中濃支部では5年前からインターンシッ
プ事業を始めました。毎年現場と対応できる青年部員な

長野県　電気工事を通じて子どもたちとのふれあい事業

　上田市にある児童養護施設「森の家　はらとうげ」の子どもた
ちに電気設備工事の大切さと身近なものであることを実感しても
らうこと、そして興味を持ってもらうことを目的にふれあい事業
を実施しました。高所作業車体験や、私たちの普段の仕事内容を
伝えコミュニケーションを交わすことが出来
ました。
　園の理事長からの「コロナ禍で子どもらは
外部の人と接する機会があまりなく、ありが
たかった。生活基盤の電気や電気工事の大切
さを学ぶ良い機会にもなった」とお言葉をい
ただきました。今後も若年層の認知度向上に
繋がる事業を展開していきたいと思います。

三重県　インターンシップ事業

　令和5年11月に本会主導でインターンシップ事業を3日間にわたり
四日市工業高校電気科2年生の生徒を対象に四日市支部及び鈴鹿支部
と合同で実施致しました。1・2日目は、各事業所で普段どのような業
務をしているのか、工具及び資材はどのような物があるのか、日々安
全に業務を遂行する為の保護具などを事業場内や現場見学・体験を通
じて学んで頂きました。3日目には電力と保安協会に講義を実施して
頂き電気配電のシステムや、保安管理
における重要な内容を学んで頂きまし
た。生徒たちにとっては社会に出る前
の貴重な体験となり、組合員にとって
は業界や自社のアピールができたと思
います。

業企画委員会』の3委員会とし、目的別で編成しております。この取り組みにより、現青年部会員79名の繋がり強
化と親睦を図るとともに、全国青年部の課題でもある青年部の会員減少・人材育成・活性化の基盤となる事業・企
画を目指してまいります。幹事会28名が中心となり、青年部員79名全員で向き合ってまいります。
　会員各社の利益にも繋がる場となるよう交流を図り、委員会を通じて現状の課題に会員が向き合い、展開してい
くことで青年部の会員増強、次世代に繋がる青年部会になることを目指します。また4月19日には、青年部主催の
人材育成セミナーの開催を予定しております。

静岡県　静岡県青年部組織委員会設立

　当青年部会では2023年11月15日に組織委員会を設立いたしました。静岡県独自の取り組みとして『会員増強委員会』『人材育成委員会』『事

どの調整により受け入れ生徒は4名ま
でが限界ですが、電気工事士の資格を
既に取得している生徒を対象に2日間
実際の現場で青年部員の引率のもと作
業に従事してもらいます。また行き帰
りの車内、お昼や休憩時に交流を深め
ることができ電気工事業へ興味を持っ
てもらうように努めています。


